
校
歌
を
五
番
ま
で
斉
唱
の
後
、
物

故
会
員
に
全
員
で
黙
祷
。

◎
豊
口
祐
一
会
長
あ
い
さ
つ

昨
年
会
長
に
就
任
し
て
以
来
、
県

内
外
の
ほ
と
ん
ど
の
支
部
総
会
に
出

席
、
同
窓
会
員
と
交
流
を
深
め
て
き

た
。
そ
こ
で
改
め
て
感
じ
た
こ
と
は

同
窓
の
絆
の
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

会
長
に
就
任
し
た
時
、
私
の
使
命

は
、
同
窓
会
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る

こ
と
だ
、
と
言
っ
た
。

各
常
置
委
員
会
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
同
窓
会
活
性
化
へ
の
提
言

を
お
願
い
し
、
六
月
の
合
同
会
議
で

一
応
の
ま
と
め
を
作
っ
た
。
そ
の
中

に
は
、
す
ぐ
で
き
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

も
う
少
し
検
討
を
要
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
一
つ
一
つ
確
実
に
で
き
る
こ

と
か
ら
や
っ
て
行
こ
う
と
思
っ
て
い

る
。総

会
。
こ
れ
ま
で
お
盆
前
後
に
開

い
て
き
て
い
た
。
新
年
度
は
四
月
に

始
ま
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
遅
す
ぎ

る
。
総
会
の
在
り
方
や
出
席
者
の
意

向
を
考
慮
に
入
れ
、
開
催
日
時
の
変

更
を
検
討
し
て
い
る
。

同
窓
会
は
、
平
成
七
年
度
か
ら
会

員
全
員
に
年
会
費
二
千
円
を
出
し
て

い
た
だ
い
て
運
営
す
る
方
式
に
変
わ

っ
た
。
今
年
度
も
約
千
二
百
万
円
納

入
さ
れ
、
予
算
を
組
む
に
は
十
分
だ
。

し
か
し
若
年
次
の
会
員
は
年
々
減
っ

て
い
る
。
将
来
を
考
え
、
財
政
的
に

も
う
少
し
基
盤
を
か
た
め
て
お
く
必

要
が
あ
る
。

支
出
の
中
で
一
番
大
き
い
も
の
は

﹁
だ
よ
り
﹂
の
発
行
だ
が
、
会
費
未

納
者
に
も
送
る
の
は
、
い
か
が
な
も

の
か
、
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
し
か

し
、
会
員
を
つ
な
ぐ
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
会
の
会
計
基
盤
が

間
に
合
っ
て
い
る
間
は
﹁
だ
よ
り
﹂

を
送
り
続
け
た
い
。

◎
菊
谷
一
校
長
あ
い
さ
つ

校
舎
の
耐
震
工
事
は
、
小
体
育
館
、

音
楽
室
な
ど
の
工
事
が
終
わ
り
、
大

体
育
館
は
骨
格
が
で
き
上
が
っ
て
い

る
。現

在
、
各
学
年
八
ク
ラ
ス
、
九
百

三
十
七
人
が
在
籍
し
て
い
る
。
男
子

五
百
六
十
一
人
、
女
子
三
百
七
十
六

人
。
女
子
が
約
四
割
と
い
う
こ
と
で

最
近
は
推
移
し
て
い
る
。

二
年
次
か
ら
理
、
文
系
コ
ー
ス
に

分
け
て
い
る
が
、
二
、
三
年
生
と
も

文
系
三
、
理
系
︵
理
数
科
含
む
︶
五

ク
ラ
ス
。
本
校
で
は
理
系
へ
の
関
心

が
高
い
。

今
春
の
進
路
状
況
は
、
三
百
九
人

の
卒
業
生
の
う
ち
国
公
立
大
百
五
十

九
名
、
私
立
大
五
十
六
名
な
ど
と
な

っ
て
い
る
。
東
京
大
学
に
現
役
、
過

年
度
を
含
め
七
名
が
入
っ
た
。
こ
の

う
ち
、
理
系
の
最
難
関
と
い
わ
れ
る

理
Ⅲ
に
三
十
六
年
ぶ
り
に
二
名
合
格
。

秋
田
大
学
医
学
部
に
も
現
役
十
三
名
、

過
年
度
十
二
名
で
、
昭
和
四
十
五
年

に
同
医
学
部
が
開
設
さ
れ
て
以
来
最

高
を
記
録
し
た
。

部
活
動
で
は
、
運
動
部
へ
の
加
入

は
四
十
五
〜
五
十
％
で
、
大
き
な
変

化
は
な
い
。
全
県
総
体
で
陸
上
競
技

部
男
子
が
、
五
十
一
年
ぶ
り
に
総
合

優
勝
。
山
岳
、
男
子
テ
ニ
ス
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
な
ど
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に

出
場
し
た
。

次
に
、
本
校
が
生
徒
の
知
的
好
奇

心
を
喚
起
さ
せ
る
た
め
の
主
な
取
り

組
み
を
三

つ
紹
介
す

る
。第

一
は
、

生
徒
に
知

識
と
か
技

能
を
与
え

る
だ
け
で

な
く
、
社

会
に
出
て

か
ら
必
要

だ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
問
題
発
見
能
力
、
理
解
力
、

解
決
能
力
、
表
現
力
を
さ
ら
に
身
に

つ
け
て
も
ら
う
目
的
で
、﹁
知
の
探

求
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
を
行
っ
て
い
る
。

最
優
秀
作
品
に
は
、
元
東
京
大
学
総

長
の
佐
々
木
毅
氏
が
、
直
接
ト
ロ
フ

ィ
ー
を
授
与
し
た
。

二
つ
め
は
、
県
の
事
業
で
も
あ
る

が
、
二
年
生
十
二
名
を
京
都
の
堀
川

高
校
に
派
遣
、
授
業
な
ど
を
通
じ
、

知
的
な
体
験
を
さ
せ
た
。

三
番
目
は
、
新
入
生
全
員
が
入
学

式
の
二
日
後
、
田
沢
湖
の
ホ
テ
ル
で

一
泊
二
日
の
合
宿
。
高
校
生
活
の
過

ご
し
方
、
学
習
の
仕
方
、
高
校
時
代

を
い
か
に
有
意
義
な
も
の
に
す
る
か

︱
な
ど
に
つ
い
て
、
各
分
野
で
活
躍

し
て
い
る
六
名
に
話
し
て
い
た
だ
い

た
。

◎
報
　
　
告

仙
波
昭
彦
事
務
局
長
か
ら
資
料
に

基
づ
い
て
会
務
報
告
が
行
わ
れ
、
次

い
で
常
置
委
員
会
報
告
で
は
企
画
・

佐
々
木
博
良
、
財
務
・
速
水
洋
子
、

名
簿
・
工
藤
雄
一
、
広
報
・
高
島
清

子
の
各
委
員
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
関

す
る
事
項
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

◎
議
　
　
事

最
初
に
平
成
二
十
年
度
収
支
決
算

に
つ
い
て
事
務
局
長
が
説
明
、
小
玉

監
事
が
監
査
報
告
し
、
審
議
承
認
さ

れ
た
。
次
い
で
平
成
二
十
一
年
度
事

業
計
画
・
収
支
予
算
︵
案
︶
が
提
案

さ
れ
、
こ
れ
も
審
議
承
認
さ
れ
た
。

総
会
終
了
後
、
記
念
講
演
、
懇
親

会
が
和
や
か
に
行
わ
れ
た
。

（3）平成22年１月15日 秋　高　同　窓　会　だ　よ　り 第 86 号

同
窓
の
絆
、改
め
て
認
識

今
後
も
全
員
に
配
布

同
窓
会

だ
よ
り

21年度総会
豊口会長平

成
二
十
一
年
度
同
窓
会
通
常
総
会
は
、
八
月
十
六
日
㈰
午
後
二
時
か
ら
、

県
内
外
の
会
員
百
三
十
九
名
が
出
席
、
秋
田
市
の
シ
ャ
イ
ン
プ
ラ
ザ
平
安
閣

で
開
か
れ
た
。
司
会
は
小
国
輝
也
氏
︵
昭
和
五
十
七
年
卒
︶
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取締役専務

大 仙 市 大 曲 福 住 町 9－23
（羽後バスターミナル近く）
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医療法人 萌養会

高　橋　良　一
（昭和37年卒）

医師

秋田・横町通り　ホワイトビル２Ｆ
☎（８６２）７８８０

田　原　重　昭
（昭和38年卒）


